
 
 
 
 

新年明けましておめでとうございます 
輝かしき 2016 年の年頭にあたり謹んで新春の御挨拶を申し上げますと共に皆様には御健勝にて

良き新年をお迎えのことと御慶び申し上げます。又、昨年中は私達 NPO 法人山脈、並びに当法人

が運営する各種障がい者福祉事業に対し、皆様方の温かい御理解と御協力を頂き厚く御礼申し上げ

ます。 
さて、昨年は戦後 70 年という大きな節目の 1 年でもありました。私達はあの悲惨な戦争の教訓

を生かし、戦争を放棄する憲法 9 条を宝とし、この 70 年間、一度も戦争を経験することなく民主

的で平和な社会と暮しを守ってきました。しかし、今、また、この平和と民主主義が危機に瀕して

います。昨年、多くの国民の声を無視し、｢安保法案｣が可決されました。そして、再び「戦争ので

きる国」へと様々な施策が押し進められようとしています。 
戦争は、過去の歴史が物語るように国民から自由と民主主義を奪い、教育や医療・福祉など国民

生活の根幹を圧迫します。また、戦争は必ず、国民、その中でも特に社会的な弱者と呼ばれる女性

や子供、そして、障がい者の方々に対して過酷な境遇を突き付けます。  
昨年、HNK の番組で先の世界大戦中、ナチス政権が行った恐るべき事実が報道されました。そ

れは、20 万人もの障がい者が｢治療不能で生きるに値しない｣、つまりは、｢戦争の役に立たない｣と

され、治療をすべきである医師や医療関係者によりガス室に送られ殺された事実です。このこと

が、後のユダヤ人大量虐殺に繋がったと言われています。障がい者の方々に携わる者として、この

ような悲劇を二度と繰り返さないためにも、決して戦争を起こしてはいけないと心に誓いました。 
私達の身の回りに目を向けますと、年金、生活保護基準、そして、介護報酬の切下げ、物価上

昇、消費税 10%の引上げ等が進められています。こうした激動の世の中ではありますが、当法人は

皆様の温かい御指導御支援を頂き、総じて事業を順調に推移して参ることが出来ました。 
 障がい者の方々の就労支援としては、｢みやま工房｣、「キッチンハウスみやま」の両事業所におい

て、内職請負、旅館清掃請負、宅配弁当、製菓製パン、パソコン解体、農業など多岐に亘る事業を

展開し利用者の工賃向上に努力をしております。また、年々、利用者も増えており、近日、新たな

作業場として高崎市金古町に｢みやま工房｣の分場を開所する予定です。 
一方、障がい者の方々の住いであるグループホーム事業では、国や群馬県の障がい者の地域移行

施策に応え、6 番目のグループホーム｢ハーモニーやまなみ 6 号｣の開設を進めています。昨年 12 月

1 日に上棟、その後、工事も順調に進み 3 月上旬竣工、4 月 1 日開所を予定しています。 
私達の福祉事業は多くの方々の御理解と御協力を頂き、地域の皆様に支えられてこそ大切なこと

です。今年も初心に戻り、決意新たに、事業の着実な前進とより良いサービスの向上を目指し、役

職員、心をひとつに頑張る所存でございますので、皆様の御指導と御力添えを賜りますよう御願い

申し上げ、新年の御挨拶と致します。(賀状にかえて) 
平成 28 年元旦 
特定非営利活動法人山脈 
理事長 笹 澤 繁 男 

役職員一同 
 

山脈ニュース NPO 
法人 

2016 年 

新年号 



 

●役職員研修会 
11 月 28 日～29 日、伊香保温泉の岸権旅館にて平成 27 年度の当法人の役職員研修会を実施しまし

た。毎年、職員研修実行員により日頃の障がい者支援業務に役立つテーマを検討し、外部の講師をお

招きし講演して頂いています。今回は、東京福祉大学の三野宏治先生、高崎健康福祉大学の鈴木慶三

先生にお願いをしました。 
研修会の開会に先立ち、理事長から役職員に対して課題の投げかけを含む挨拶がありました。そし

て、いよいよ研修会のスタートです。最初は東京福祉大学の三野宏治先生に、就労支援施設における

｢利用者と職員が協働する意義｣について講演をして頂きました。マドレーヌを作る作業所で実際に働

いた先生ご自身の体験に基づくリアルなお話をユーモアも交えてお話し頂き、職員も共感することが

でき勉強になりました。続いて、高崎健康福祉大学の鈴木慶三先生には、生活支援の場である｢グル

ープホームの役割｣について講演をして頂きました。群馬県におけるグループホームの創世記の様子

など、こちらも先生の実体験などを交えお話いただき、病院から地域へ移行するにあたりグループホ

ームが担う役割などわかりやすく解説して頂きました。また、鈴木先生は保育園の理事も務められて

いて、経営者目線での施設の経営の課題などもお話し頂きました。そして、いい支援をするためには

職員のストレスケアが大切だということも最後に教えて頂き大変に勉強になった研修会となりまし

た。三野宏治先生、鈴木慶三先生、本当にありがとうございました。 
 
 
 
 
  
          
 
 
 
●役職員交流会 
 研修会の後は、講師の先生も一緒に役職員の交流会を岸権旅館さんの宴会場に場所を移して行い

ました。美味しい食事を食べながら、カラオケや楽しい賞品が当たる抽選会などで日頃、顔を合わせ

ることが出来ない職員も大いに交流が図れました。宴会後は、温泉に浸かり、日頃の疲れを癒し、明

日からの鋭気を養うことが出来ました。 
  
 
 
 
 
 
 

 
理事長の挨拶 

 
本年度、入職した職員紹介 

 

三野宏治先生の講演 

 
乾杯の音頭は鈴木先生に！ 

 
美味しい料理に舌鼓(笑) 

 
鈴木慶三先生の講演 



 
12 月 12 日(土)、第 5 回麦ゆめマルシェを開催しました。今回は、餅つきをして会場にお越し頂い

た方全員に無料配布しました。皆さん、つきたてのお餅を辛み大根、あんこ、きな粉、お好きな味で

食べました。小春日和の穏やかな 1 日、楽しいイベントになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
12 月 7 日(月)、吉岡町保護司会様、更生保護女性会様の施設慰問を受け、利用者さんにお菓子の寄

贈、そして、慰問金を頂戴しました。こうした地域の方々の御理解と御協力を得て、当法人の施設も

これまで大きく成長させて頂きました。誠にありがとうございます。 
 これからも地域の障がい者の方々が生き生きと生活できるよう支援をして行きたいと思います。 
 
 
 
 
 
 

 
手合せも絶妙の名コンビ 

 
人気のふすまカレーも完売 

 
季節限定！手作りゆずジャムも販売 

 
麦ゆめの人気商品 

 
辛み大根、あんこ、きな粉を用意 

 

若い職員も挑戦！ 

 
大勢の方で賑わいました 

 
蒸かし立て肉まんを販売しました 

 
あかつきの村の皆さんが参加！ 

   



 
  
 

平成 27 年 12 月 4 日(金)から 8 日(火)の間、群馬県庁 1 階県民ホールにて、群馬県障害者社会参加

推進協議会と群馬県肢体不自由児協会の主催による｢第 16 回群馬県障害者作品展｣に絵画教室の利用

者さん達の作品を出展しました。それぞれ、皆、個性があり力作揃いでした。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

新年度(平成 28 年)度賛助会員募集中！ 
 「山脈」の設立趣旨に賛同し、私達の活動を応援してくれる方を募集します。一口 2,000 円で何口でもか

まいません。昨年に引続き、皆様の温かいご理解とご支援を宜しくお願い致します。 
賛助会員 年会費 2,000 円(一口) 

発 行   特定非営利活動法人 山 脈   理事長 笹澤 繁男 

      住  所：群馬県北群馬郡吉岡町大字南下 983-2(みやま工房内) 
      電  話：0279－54－2947 FAX：0279－54－9171 
      E-mail ：rep@npo-yamanami.jp 
      URL  ：http://www.npo-yamanami.jp/ 
            運営施設：就労継続支援 B 型事業所｢みやま工房｣ 
           就労継続支援 B 型事業所「キッチンハウスみやま」 
           グループホーム ハーモニーやまなみ 1 号・2 号・3 号・4 号・5 号 

(文責：笹澤賢一) 

こころの健康相談はお休み 
1 月は｢こころの健康相談｣はお休みです。 

次回は 2 月の予定です。 

法人からのご案内 

  

NPO 法人山脈のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽが新しくなりました！ 

法人の最新情報は下記のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでご覧になれます！ 

 

 

絵 画 教 室 
日 時：1 月 13 日(水) 

   14:00～ 

場 所：本部棟 2 階 会議室 

参加費：200 円 

第 16 回群馬県障害者作品展 
心の輪を広げる体験作文・障害者週間のポスター展示 

 


